〈研究ノート〉中世ヨーロッパの観相学研究-北部イタリアの視覚表象解釈のための覚書- by 黒田, 加奈子
－17－ 
 
〈研究ノート〉
中世ヨーロッパの観相学研究
 
―
北部イタリアの視覚表象解釈のための覚書
―
 
黒田
 加奈子
   
一
 はじめに
 
 本論は、現在論者が取り組んでいる研究テーマ「中世イタリア観相学思想
に基づく視覚表象文化の再検討」の一環のなかで着目する中世イタリアに流布していたテクスト群の一部、とくにマイケル・スコットの『観相学の書』 、ピエトロ・ダーバノの『観相学 書』の成立まで 歴史的背景、および全体のテクス 構成を概観するものである
（１）
。
 
 
論者がこの研究に取り組む経緯についてまずは述べたい。長年取り組んで
きた研究対象として、北部イタリアの都市パドヴァ パラッツォ・デッラ・ラジョーネの壁画の大部分を構成する占星術図像群（一四二〇―一四三五）がある。 本作品は、 その図像学的 立の過程において 図像学上の東西交流、すなわち十一世紀末以降のイスラム世界から地中海世界への知識体系の流入（ 「十二世紀ルネサンス」 ）が関係していることが、ヴァールブルク 派に端を発する一連の研究によっても示されている
（２）
。この視覚表象文化への十二世
紀ルネサンスの影響という問題を深化 せるために、論者は、同時代に 興
隆を果たした「観相学思想」に着目し、それを伝えるテクスト分析から同時期に成立し イメージ解釈を再検討することを当面の到達点に据えている。また、近代には他者の性質、人種、ジェンダーを規定する根拠となる観相学思想の系譜とその議論に焦点を当てると同時に、議論 生み出した学者たちの活動範囲、テクストの波及状況 明すること より、同時代 表象文化における身振り 身体の造形、ジェンダーの表現形式の解釈 再検証し、中世末期のイタリア諸都市の宇宙観を解明する端緒とすることを目指している。
 
論者が着目する「観相学思想」とは、人体の外見上の各部位の特徴、身振
り、しぐさ、顔面の表情から、一定 普遍的特徴を抽出しようとする偽科学である。論者は 二〇一一年に上梓された論集において、女性身体の一部位としての「乳房」をめぐる医学的言説を古 より中世にかけて拾い上げていくこ で、 近世
･近代に固定されていく女性身体、 乳房イメージの思想的源泉
を再検討する役割を担った
（３）
。 この研究の過程で、 人体の各部位、 顔面の造形、
身振りなどから各人 性格を判断する観相 思想の系譜において、乳房イメージだけではなく、他者の や気質、運命をも規定する言説が付加される
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経緯があることが明らかになった。観相学は、医学の発生
･発達と共に、病を
人体表面に現れた兆候か 見極める経験則から生み出され、人体を、大宇宙を構成する一部としての小宇宙とみ す視座が、 「天体に影響を受ける人体」という言説を補強する。
 
本論では、この観相学思想の成立と変遷をまず概観する。古代ギリシア以
来の医学・博物学的伝統の一部分としてはじまり、九世紀頃から十一世紀アラビア半島で活発に行われていた古代ギリシアの叡智の保存とその発展を介して、ヨーロッパでは十二世紀ルネサンスとして「再興」され、医学と密接に結びついた学問として人口に膾炙したと考えられる。加えて、その観相学思想の 「再興」 成果として挙げら る くつかの著作の存在が確認され、以下に論じることになるが、 主に科 史的側 からの研究も進められている。たとえば、スコットランド出身の占星術学者であり、十二世紀ルネサンスの立役者の一人として取り上げられるこ も多い翻訳者マイケル・スコット（
M
ichael Scot ：一一七五頃―一二三二頃）による『観相学の書
Liber 
Phisionom
iae 』 （一二三〇頃成立）があげられる。パトロン関係にあったシチ
リア王フリードリヒ二世 （一二二〇―一二五〇
)に捧げられたこの著作は、 そ
の後ヨーロッパ各地で十八 紀まで出版を重ねている。また、マイケル・スコットと同様に十二世紀ルネサンスを代表する 人であり、 ドヴァ大学で教鞭をとった医学者・天文学
･占星術学者であり、かつパラッツォ・デッラ・
ラジョーネの占星術図像のインヴェンターと目され ピエトロ
･ダーバノ
（
Pietro D
'A
bano ：一二五〇―一三一八）もマントヴァ・コムーネの行政長官
（カピターノ・ジェーネレ） のために 『観相学概要
Com
pilatio physiognom
iae 』
(一二九五頃
)を著している
（４）
。さらに、観相学思想にも見られる、宇宙と人体
の各部位の照応という考え方から、天体が人間の性質、運命に影響をおよぼすという議論へと発展する は、図像学的には、惑星とその影響を受ける人々を表象する「惑星の子どもたち」図像の成立と発展に結実すると考えられている
（５）
。また、惑星やデカンの擬人像といった占星術図像も他の視覚表
象と同様に、持ち物や衣装、身体 外面的特徴にもとめられる普遍的な特徴によってそ らの性質を表現しようとする。必然的 、これ の図像成立の思想的源泉 して議論される占星術的著作として、上記観相学史料 内容および観相学的見地をふくむ まざまな著作も検討することが求めら ると考える。先に述べた研究テーマ遂行 ためには、 での挿図の有無を限定せず、同時代に流布し 類似のテクスト内容を検討するこ が必要 なるが、本論では、十三世紀に成立した占星術著作であり、これまでの惑星の子供たち図像の図像源としても言及されてきた上記の二つの観相学資料について概観する。
 
  二
 観相学思想とその歴史
 
 観相学は、ラテン語の語源が示すように、大きさ、プロポーション、色、
形、質感などの身体の各部位の表面に現れる特徴から個人の性格や素質を判断する技術をさす
（６）
。起源は古代ギリシアではなく、前二〇〇〇年代前半のメ
ソポタミア時代から存在していたことを示す史料断片が存在する
（７）
。古代ギリ
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シアでは、くわえて、動作、ジェスチャー、声などの研究も加えられた。技術的にはメソポタミア時代より伝承されていたようだが、部分的な史料上の起源として、ヒポクラテス文書に属する『流行病について』 中で使用された動詞 「観相学を行う
physiognom
ize 」 が用いられていることが知られている
（８）
。
 
しかしながら、後世にわたって大きな影響力を持つのは、アリストテレス
（前三八四―前三二二）に帰される著作群であるとされる。とりわけ、 『人相学』という論文が伝えられており、ヨーロッパ観相学の基礎を形作る史料の一つとなっている
（９）
。本作はアリストテレスの著作として十三世紀にギリシア
語からラテン語に翻訳され、現在六二ほどの手稿が確認されている
（１０）
。本作は
長い間アリストテレスによるものと信じられてきたが、現在 はアリストテレス学派により書かれた二つの断片を一つ まとめ 前三〇〇年 成立していたものと考え れている。前半
 (805a1– 808b10
) では、観相学の論理と
主に性格の違いからそれに対応する身体
的特徴について述べるという形式を
とり、後半
 (808b11 – 814b9)  では、他の動物との比較検討を行った後に、体
格の違いから 質や能力の違いを述べるという形をとっている。ス的伝統では 観相学が医学 枠組み おい 活用されていたこと すでに述べたが、この著作の後半でも、観相学は霊魂 身体を狂気から救 出すための技術としてとらえられている。すなわち、身体 霊魂が共鳴しているからこそ、外部にその影響があらわれ 身体に現れる病などの悪い徴候を取り除くた 、医師による身体の浄化や食養生は、身体を回復し、同時に共鳴する霊魂を救うこと 他ならない だとす 霊魂と 、そし にあらわれ 徴標 （以下の引用を参照） は共鳴し、 ある部分では共時性を持つ。
 
この作品において論じられる観相学的視点は、アリストテレスの著作の中
で独立しているものではなく、そのほかの偽作はもとより、アリストテレスの真作とされる他の著作にも見られるものである
（１１）
。たとえば、観相学に立脚
した人間の外部 （とくに顔を中心とする） 、 ジェスチャーへの観察のまなざしは、 『動物誌』に共通する
（１２）
。さらに『政治学』では、気候環境がおよぼす、
各地域に住む 々 考え方、性質の違いを比較しており、民族単位の性質判断を行う考え方を示している
（１３）
。 また、 とくに 『分析論前書』 二巻二七章では、
観相学とい につい 論じてい 箇所がある。以下に引用する
（１４）
。
 
 （ 〔
 〕は原文から削除された、または原文と異なる写本中にある語句また
は箇所。下線は論者による）
 
  
「ところで〔５〕人相を見ること〔観想〕が可能となるのは、 〔１〕もしひとが、自然本来のものたる限りの諸性情〔受態〕は、身体と精神を同時に〔生成〕変化させると承認を与えてくれるのならば、である。 〔わたしが「自然本来の」と言うのは、 〕けだし、人は音楽を学べば、おそらく 上何らかの変化を遂げたこととなろうが、この〔変化をとげた〕性情〔受態〕はわれわれに自然本来の〔諸性情〕に属するも ではない〔と言う〕のであって、たとえば怒りや欲情のご きものこそが自然本来の変動に属する〔と言うのだ〕からである。
 
そしてもしこのこととともに、また〔２〕一つ〔の自然本来の性情〕
に一つの徴標が対応してあることに承認が与えられ、かつ〔３〕われわれが〔動物の〕各〔種〕類に特有な〔自然本来の〕性情 受態〕と〔身体上
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の〕 徴標を容認することが可能だとすれば、 われわれは人相を観ることが可能となろう。
 
なぜなら、もし〔動物の〕何かある一つの不可分な類〔最下種〕に特
有なものとして現前している性情〔受態〕が、たとえば獅子どもの勇気がのごとく、 存在するとすれば、 必然のこととして 〔そこにはそ に応ずる〕なにかあるひとつの〔身体上の〕徴標がなければならぬからである。けだしここでははじめから 〔精神 身体は〕 相互に一緒に変化を受容すると設定されている らである。そしていまこれ〔徴標〕を、 「身体末端部の大きいのを持っている」とせよ これは他のいくらかの〔動物の種〕類にもまた、そ 全体にではないが、現前 いてもよ 。けだし、徴標はこのような意味で 特有なのだか というのは、性情〔受態〕の一つの〔種〕類全体に特有であり、しかもただ一つの〔種〕類にだけ 厳密 〕特有なわけではないことは、われわれの言い慣わ どおりだからであ 。そこで他 においてもまたこれ〔同じ性情〕が現前しようとし、人間も、ある何か他の動物も、勇敢 えよう。それゆえに こ 性情を持つものは〕それに応ずる徴標を持つ ととなろ なぜなら一つ〔性情〕には一つ〔の徴標〕が対応してあったから ある。
 
さてそこで〔イ〕もしこの通りであるとして、われわれがこのような
諸徴標を、なにかある特有な性情〔受態〕をただ一つだけ持っているこれらの動物の場合について、 集めてみること 可能 あろうし、 かつ各性情〔受態〕 は、 それに応ずる の徴標を必ず持って なければ らぬゆえに、 その徴標を持っているとすれば われわれ 人相を観ることは可能で
あろう。
 
しかし〔ロ〕もし全体としてのその
〔動物の種〕類が二つの特有な性
情〔受態〕を、たとえば獅子が勇敢でかつ気前がいいごとく、持っているとすれば、われわれはいかにして、これ
ら〔二つの〕特有な性情〔受態〕
に従属している〔二つの〕徴標のうち、いずれ がいずれの徴標かを認識しえようか。あるいは〔こうも答 られよう。すなわち〕もしこれら両者〔二つの性情 徴標〕がなにかある他〔 種類〕に、しかしその全体にではなく現前すれば、 そしてもしこ ら両者のいずれもがその全体にではない〔がともかくその ちに現前する〕そ 当の 種類に下属 る個々の〕ものどものうち、 そのあるものは 〔ある二つのの性情と徴標のうち 一方を〕持っているが、ほか ものは持っ いないときには、認識しうる あろう〔、と〕 。けだしも あるひ が勇敢で あるが物惜しみ しかも二つの 徴標の〕うちのこれ〔身体末端部の大きいの〕を持っていたとすれば、獅子の場合もこれ〔身体末端部の大きいこと〕が勇気の であったことは明らかだからである。
 
そこで人相を観ることが成立するのは、 〔１〕第一格において中項が初
端項とは転換〔単純に換位〕されるが、しかし〔こ 中項は〕第三項の領域以上にはみ出してこれと転換されえないこ による であって、 たとえば勇気がＡ、 身体末端部の大きいのを表わすの Ｂ そしてＣが獅子の場合がこれである。
 
したがってＢは、Ｃがそれに〔述語で〕あるその当のもののすべてに、
〔述語で〕 あり、 さら それだけではなく 〔Ｃより 他 ものどもにも 〔述
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語で〕ある。しかしＡは、Ｂがそれに〔述語で〕あるその当のもののすべてに、 〔述語で〕あり、しかもそれ以上多くの領域には〔述語で〕なくて、これ〔Ｂ〕
 と転換されるわけである。もしそうでないとすれば、一つ〔の
性情〕に一つの徴標が対応 てあることにはならぬであろう。 」
 
  
身体の外面に現れる徴標は、身体と霊魂
（精神）の状態を反映するもので
あるが、なかったとしてもその状態ではないとは言えない、ゆえに観相学は有効であるということを、三段論法により推論する。
 
 
また、アリストテレス以前の時代においても、哲学者たちの間に観相学的
観察が日常生活に浸透してい ことはいくつかの資料のよって伝 られている。ディオゲネス・ラエルティオス（三世紀前半ごろ活躍）による『ギリシア哲学者列伝』九巻七章十によれば、デモクリトス（前四六〇頃―前三七〇頃） は女性の処女喪失を外見の観察によって看破したという。 また、 キケロ
(前
一〇六―前四三
)の『トゥクルム荘対談集』四巻三七章によれば、ゾピュルス
という人物は、ソクラテス（前四六九頃―前三九九）が自認した数々の悪徳を容貌から読み取ったという
（１５）
。
 
 
アリストテレスの論述からもわかるとおり、観相学は精神と身体の状態や
変容を読み解くための重要な技術であり、ヒポクラテス以来、医学的伝統の一部分としても認識されているものであった。観相学思想は、西洋の医学、科学的伝統 同様の道程をたどりヨーロッパに伝えられる。とりわけ 占星術や錬金術といった「偽」科学と同様に、キリスト教的世界観 おいては歓迎された論理ではなかったと思われる。なぜならば、アリストテレスが言う
ように、身体と精神のありようが気候や環境に左右されたるとすれば、良好な魂が完全ではない身体に生まれること
により邪悪に陥ってしまうことを認
めることになり ある は良好な魂の徴標がすべて肉体の外部から見渡せるなどという技術を人間が身に着けているということは、キリスト教にとって許容できるものでは いのではなかっただろう
（１
か６）
。
 
ともあれ、現在アリストテレスあるいは偽アリストテレス以後の観相学を
主題とする作品には、以下のものが知られている。
 
 
二世紀のソフィストの一人である、ラオディケア出身のポレモン（九十頃
―一四四）による『観相学』 （一三三―一三六成立）は、偽アリストテレスの同タイトルの作品に並び、現存する古代ローマ時代の詳細な観相学テクとして知られている。おそらくギリシア語で執筆されたオリジナル版は、少なく も古代ローマ末期までは知られており、五世紀にアダマンティウスによりギリシア語で要約として再版される
ほどにその重要性は認識されていた。
原典は失われており、現存する版は、上記のアダマンティウス版に加え、九世紀に行われたアラビア語への翻訳を伝え いくつかの手稿、たとえば一三五六年にダマスクスで成立した、現在ライデン大学図書館所蔵の手稿や、四世紀に成立したアノニムス・ラティヌスとよばれる人物が編纂した、偽アリストテレスやヘレニズム期の観相学者であるロクスの学説とともにまとめられたラテン語版が知られている
（１７）
。
 
 
九―十世紀にアッバース朝イスラム帝国で活躍した博学者アル・ラーズィ
ー（八六五―九二五）による、 『アルマンソリスの書』は、十二世紀ルネサンス期初頭の十世紀には、クレモナのジェラルドによってラテン語に翻訳
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た。本書の第二巻は、医学的処方の中にあてはめられた観相学的方法論を論じている
（１８）
。
 
 
このように、観相学に関するテクストは、九世紀の中東地域における翻訳
運動を経由しておおよそ十―十四世紀ごろには地 海世界にもたらされている。 アリストテレスあるいは偽アリストテレスの著作群の中では、 『秘中の秘』が同様の経緯 て地中海世界に現存する観相学テクストとなったことが分かってい 本作成立の経緯、 び原典は明らかではないが、九 紀のアラビア語訳版、および十二世紀のアラビア語からのラ ン語翻訳版が現存する。一一二五年にはセビ アのジョンによって部分訳が行われ、一二三〇年には神聖ローマ帝国ホーエンシュタウフ
ェン朝の皇帝であり、シチリア国王
でもあったフリ ドリヒ二世（一一九四―一二五〇：神聖ローマ皇帝在位二二〇―一二五〇：シチ ア王在位： 一九七―一二五〇）の宮廷で活躍したトリポリのフィリップが、アンティオキアで発見したアラビア語写本からラテン語に翻訳を行 ている。内容は『ニコマス倫理学』の要約や当時の中東地域におけるダイジェスト的な知を組み合わせたものと 知られているが、九巻では観相学について論じている箇所がある
（１９）
。一方、アリストテレス
の 『人相学』 は、 おなじくホーエンシュタウフェン朝のシチリア国王であり、フリードリヒ二世の嫡出子でもあるマンフレ ディ（一二三二―一 六六、在位：一二五八―一二六六）宮廷 活躍し バルトロメオ・ダ・メッシーナにより一二六〇年代にギリシア語からラテン語に翻訳された
（２０）
。
 
 
以上のような観相学思想に関する史料の再興は、同時代における観相学的
方法論が広く人口に膾炙する契機となったと考えられる。その社会的背景や
学問的な流布の経緯については、アグリーミによる一連の研究、およびツィーグラーによるとくに中世観相学研究の成果に詳しい
（２１）
。以下、これらの先行
研究の一部を踏まえ、中世イタリアにおいて新た 成立した観相学テクストについてみてゆきたい。
 
 （一）
 マイケル・スコット『観相学の書』
 
 
先に述べたように、一二三〇年に成立した同書は、フリードリヒ二世に捧
げられたものだった。本作は、占星術、天文学的知識を取り扱う『導入の書Liber Introductorius 』 『特別の書
Liber Particularis 』に続く、初心者向けの第三
の書として依頼を受け執筆された
（２２）
。 現在の研究では、 この三つの書全体が 『導
入の書』のシリーズ 構成していることが判明している
（２
が３）
、各地に保管され
ている手稿では、必ずしもこの三つがともに保管され という状況ではない。前の二作と同様に、 『観相学の書』は単独でも近世以降多くの版を重ねているが、 以後、 『自然の秘密について』 いう題名で出版されることもあった
（２４）
。
これは、同時代のフリードリヒ二世宮廷で 立した偽アリストテレスの『秘中の秘』との共通性を見いだせるためであるかもしれな 。マイケル・ コットが『 中の秘』の観相学的内容を取り入れていることは多く 先行研究においても指摘されている
（２５）
。
 
フリードリヒ二世に向けた序文では、観相学について語源を紐解きながら
以下のように規定する。 「動物 違 、あらゆ 種類の個人の美徳 悪徳を、サインから認識するスキルを科学的に身につける、そのサインにより成り立つ自然の学問」と述べている
（２６）
。
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一〇〇章を超える内容は参照する手稿、印刷本によっても異なるが、三つ
のパートにわけることができる
（２７）
。第一パート（Ｉ～ＸＸＩ）では、人間の進
化に関わる議論を展開する。男女の特徴と各々の欠点、女性特有の身体的特質、すなわち月経、性的交渉、出産、病などについて論じられる。第二パート（ＸＸＩＩ～ＬＶＩＩ）では、観相学の定義を再び行った後に、四気質を反映する各種の身体の外面に現れるサイ
ン、表情、夢、さらには卜占、くし
ゃみなどが論じられる。第三パート（ＬＶＩＩＩ～ＣＩＩ）では、身体の各部位から読み取れる、男女別 性質 ついて論じている。内容の参照源として、 『秘中の秘』と同様に、とくに第一パート部分の内容が重複することが指摘されている作品に、偽アルベルトゥス
・マグヌスによる『女性の秘密につ
いて』 （十三世紀末―十四世紀初頭）があるが、観相学的な影響関係というよりは、むしろ「女性の秘密」を論じる史料群の系譜 お 共通性として指摘されて る
（２８）
。
 
また、マイケル・スコットの『観相学の書』が、他の観相学的伝統と一線
を画す点として、天体と身体の影響関係を認めたうえで論じているという点がある。ポルシアが参照する、ルネサンス期に出版されたいくつかの版における本書の書き出しは、 「神聖ローマ皇帝フリードリヒ二世 捧げられた、 マイケル ・ スコット師編集による観相学の書の開始。 この本で得られた知識は重大な秘密と、さらに大きな影響力とともに秘匿しなければならない。本書はあらゆる占星術に必要不可欠 自然の術の秘密をふくむ また、観相学書のこの部分は三つのパートからなり、これは序文である
（２９）
」とされ、本書で
論じられる内容が、 の実行のために不可欠な事実 ことが述べら
れている。たとえば、第二章では、良き性行為について論じられているのだが、女性に性交する時間を計測する必要性を説いている。これは、胎児が生育する際に影響を受け 惑星の影響を追跡し、子孫の本質を正確に判断するために必要なことであるという
（３０）
。
 
また、 『観相学の書』について、先に述べた『導入の書』 『特別の書』とあ
わせてその性質を考えるの れば、観相学思想 占星術のために必要な技術として捉えられていたルネサンス期の見解は正しいのであろう。 とく 『導入の書』にみられる、擬人化された惑星の描出については、これまでも図像学的研究が推 進められている
（３１）
。 『導入の書』の観相学的な判断に基づく惑
星の描出の存在について、ソーンダイクは、 『導入の書』とともに『観相学の書』が一連のシリーズとし 構成されていることの必然性を指摘し る
（３２）
。
 
以上のように、マイケル・スコットの は、古代ギリシア以
来の伝統をひきつつも人口に膾炙させるための初心者向けに知識を組み替え、さらに身体と精神の共鳴と天体との関係性をあわせて論じ ものであると、論者は現時点で捉えている。
 
 （二）
 ピエトロ・ダーバノ『観相学概要
（３３）
』
 
一方、マイケル・スコットとほぼ一世代異なる時代を生き 医師であり
占星術師であると自ら称していたピエトロ・ダーバノも、 『観相学概要』と題する著作を執筆している。先に述べ ように、マントヴァ・コムーネ 行政長官（カピターノ・ジェーネレ） 捧げられ、一二九五年にパリで執筆を終えた。多くの手稿がヨーロッパ各地に現存しており、 四七四年のパドヴァ
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での出版を皮切りとして、複数の版を重ねている。論者は現段階では本作の入手には至っていないため、先行研究より判明している概要を述べたい。
 
ピエトロ・ダーバノ研究の第一人者であるフェデリーチ・ヴェスコヴィー
ニによれば、本作の内容は、哲学上のいくつかの原理を踏まえたうえで偽アリストテレスの『人相学』 『秘中の秘』の要約をおこなっているものである
（３４）
。
身体と魂の完全な調和とそ 状態の変容
が身体の外部に現れるという、アリ
ストテレス以来の議論を敷衍する。また一方では、自身が翻訳を多く行ったアヴェロエス哲学 影響もうかがえ
（３５）
。
 
さらに、ピエトロ・ダーバノの観相学では、自然と惑星の連関という占星
術的議論を基礎としている。すなわち、顔や身体表面のサインによって現れる個人 性質の医学的分類は、惑星の性質 依拠すると理解している
（３６）
。この
ため、擬 化された惑星の外見的特徴や、惑星の影響下に生まれる人々の性質を判断することも観相学的方法論に則っているも となる。
 
『観相学概要』の一手稿として有名なもののひとつである、モデナ市エス
テンセ図書館に所蔵されるそ は、一般的な哲学的考察や観相学 論理的展開がカットされた形で現存している
（３７）
。各黄道十二宮に沿い、各宮のもとに生
まれる男女の性質を判断するテクストが続く。 その下部には 惑星の擬人像、およびパラナ ロンタあるいはデカン（
あるいはファキエース）の擬人像を
配した図像で飾られている
（３８）
。マイケル・スコットの『観相学の書』でも見ら
れたように、個人の性質は出生時の惑星
に影響を受ける、という考え方が、
ここでは り明確に示されている。 このテクストは、 いわゆる美術史上 「惑星の子供たち」という主題を描写したものに共通するものであり、この占星
術図像の本質を支える理論として、ピエトロ・ダーバノの観相学的思考が存在していた、といえよう
（３９）
。また、擬人化された天体も、観相学で読み取られ
るサインに従い その外見的特徴が決定されうると考えられる
（４０）
。
 
  三
 まとめにかえて
 
 本論では、身体と精神の変容によって生み出されるサインを読み解くとい
う、自然な、生まれながらの、ありのままの技術としての観相学が さまざまな経緯を経て容認さ る宇宙観 すな
わち身体と天体の照応関係のあり方
とむすびついた形で著作として現存することを確認できた。 「観相学」 と題れる史料群にお て見え隠れする占星術的影響は、翻って「占星術」と題される史料群に観相学的影響が散見 れ という状況を生みだしていることは疑いの余地がない。占星術著作の伝統の中で惑星の特徴や人々に惑星の与る影響について論じない、ということ自体が矛盾した問題であるということはわかりきってはいるが、 視点から既出の占星術著作を精査することで、今後得られる視座 あるのではないか も予測する。また、観相学の地中海世界への流入 より生み出された史料のうちには、あまり研究の進んでいない史料も存在し得るであろう。ここに挙げた観相学著作 分析と並行しつつ、さらに史料探索を進めていく予定である。
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